
令和 2年 8月

滋賀県大津土木事務所長 三和 啓司 様

要 望 書
晴嵐学区自治連合会

会長 中倉 敏和

国分一丁目

会長 井上

三田川 「水辺の楽校」跡地の公園化について

平素は自治会活動に格別のご理解ご協力を賜り誠にありがとうございます。

本件について、現状の国分地域および晴嵐学区の学童指導関係者の願いをご説

明致します。

平成 20年に大津市教育委員会、大津土木事務所、そして晴嵐地域を中心とし

て集まった有志団体が一体となつて設置されました「三田川 水辺の楽校」は、
平成 31年 3月 末をもつて大津市からの管理補助金が打ち切られることが決定さ

れ、運営協議会は継続が困難として開校を決断しました。その結果、国分にあ

る大津放水路三田川分水工下流に位置する「水辺の楽校」跡地は、一部の愛好

家が細々と手入れをしていましたが、荒れ放題となつておりました。

しかし今年 2月 と7月 に、その状態を見かねた地元有志、国分各自治会の会

員を中心としたボランティアにより清掃活動を行い、「水辺の楽校」の往年の姿

を取り戻すに至つています。「水辺の楽校」跡地を再び、地域の子ども達をはじ

め人々が集い憩い、そして水辺に親しむ場所として維持する体制が出来たと考

えております。

「水辺の楽校」は、閉校した現在に至つても、近隣校園の日常の活動におい

て、三田川の身近な水辺として、自然に親しみ、楽しくふれあうことが行われ

ている場所であり、また、地域の住民も多くの人が清掃活動に参加したことか

らもわかりますとおり地域コミュニティの拠点ともなつている場所です。

現状に鑑み、当該地については、地域住民 。子ども (特に小学校児童、幼稚

園児、保育園児)・ 高齢者 (老人会)な ど、多くの人々が集い憩う安心・安全な、

そして、充実した自然学習と遊びのふれあいの場所として水辺のふれあい公園
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としてお認めいただき、多くの皆様に活用していただきたいと当自治連合会は

望んでおります。何卒、当該地を公園として整備いただくようご高配を賜りた

くお願いを申し上げます。

併せて、可能であるならば、上水道とトイレ設備の設置についてもお願いし

たいと考えております。継続的な維持管理を地域住民などによつて人力で、手

作業中心で行なう為、多くの参加者からの要望があり、作業の安全面について

必要性を感じています。また自治会役員・教育関係者からも要望があります。

こちらについてもご高配賜りたくお願い申し上げます。

以上、要望いたします。
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